


生駒市 

  現在の主要なエネルギーである化石燃料は、限りある資源であり太

陽光や水力、風力等は、一度利用しても再生が可能なエネルギーであ

る。国においてもさらなる導入・普及を促進し、当市では、太陽光発

電を主体にいくつかの事業者が市内に太陽光発電所を設置している

中、調査等は行われているが風力や小水力発電は大きく遅延している

のが現状である。 

  当市では、特にも小水力発電に関し、再生エネルギーの中にあって

最も関心が少ない事業ではあるが、久慈地域の久慈川・長内川・夏井

川や付随する用水路等の設置状況と水道水として滝地区から取水して

いる現況等から、小水力発電に取り組める環境が存在するものと考え

ることから、水道事業として全国で初めて再生可能エネルギーの固定

価格買取制度（FIT）を利用した小水力発電施設を設置し運用している、

生駒市現地での視察研修を実施することにより当市の施策として小水

力発電への取り組みが加速するとともに、自治体としての、温室効果

ガスの削減にも重要な取り組みとなることや、環境関連産業の育成や

地域雇用の創出など地域経済対策としての効果も期待されることから

視察を行う。  
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■視察者名簿 

・新政会 会長 澤 里 富 雄（さわさと とみお） 

上 山 昭 彦（かみやま あきひこ） 

岩 城   元（いわき げん） 

山 田   光（やまだ ひかる） 

泉 川 博 明（いずみかわ ひろあき） 

・議 長    中 平 浩 志（なかたい こうし） 

 

■質問事項 

日本一のバリアフリー観光地について 

○「日本一バリアフリー観光県」推進宣言の効果について 

推進宣言することにより、どのような方面にどのような影響や効果をもたら

したのか。 

 

○バリアフリーと観光の関わりについて 

上記質問に関連し、観光庁では、ユニバーサルツーリズムに対応した観光地

づくりを推奨している中、三重県内では早期にバリアフリーツアーセンターを

開設するなど、観光地への誘客を推進しているが、次の点について伺いたい。 

・誘客量に変化があったか。 

・どのようなタイプの来訪者に影響が出たか。 

・お客様のスタイルや観光形態に変化が現れたか。 

・観光地のバリアフリー化の進捗状況は。 

・今後のバリアフリー観光推進策をどのように進めるか。 

 

 

 



○バリアフリー観光とヘルスツーリズムの関わりについて 

三重県が推進するバリアフリー観光は、施設の一般的なバリアフリー情報だ

けでなく、障がい者、高齢者、妊婦、杖やベビーカーの利用者など移動に困難

を伴う方々が、行きたいところ、楽しみたいことを実現できるよう、「パーソナ

ルバリアフリー基準」で施設を紹介している。 

「すべての人々に対し、科学的根拠に基づく健康増進を理念に、旅をきっか

けに健康増進・維持・回復・疾病予防に寄与する」もの、としているヘルスツ

ーリズムは、バリアフリー観光で訪れるお客様へも十分観光としてアピールで

きる手段であると考えるが、「バリアフリー観光」と「ヘルスツーリズム」を組

み合わせた事業の取り組みへの考えを伺いたい。 

  



■視察者名簿 

・新政会 会長 澤 里 富 雄（さわさと とみお） 

上 山 昭 彦（かみやま あきひこ） 

岩 城   元（いわき げん） 

山 田   光（やまだ ひかる） 

泉 川 博 明（いずみかわ ひろあき） 

・議 長    中 平 浩 志（なかたい こうし） 

 

■質問事項 

ヘルスツーリズムについて 

○高齢化に向けた取り組みについて 

高齢社会が進捗する過程において、すべての高齢者が楽しめるようなヘルスツ

ーリズムへの取り組みが求められるが、高齢者の健康増進・医療費削減及び関係

新産業の創出を目指している事業への取り組みについて伺いたい。 

○ヘルスツアーの取り組みについて 

ヘルスツーリズム導入事業において、意識調査やワークショップを開催する

ほか、健康アップモニターツアーも考えているようだが、モニターツアーの具

体的な取組状況について伺いたい。 

○ヘルスツーリズム長期ビジョンのガイド養成について 

地方創生推進にあたり、久慈市と明和町はヘルスツーリズム導入による自治

体連携健康づくりのまち推進事業を、ヘルスツーリズムをキーとした自治体連

携事業として実施することになる。 

明和町では「ヘルスツーリズム長期ビジョン」を策定し、ワークショップ等

の開催など、関係者の意識高揚を行いながら住民の健康づくりに対する満足度

を向上するとともに、ガイド等も養成していくこととしているが、ガイド養成

の手法及びガイドの運営体制等について伺いたい。  



■視察者名簿 

・新政会 会長 澤 里 富 雄（さわさと とみお） 

上 山 昭 彦（かみやま あきひこ） 

岩 城   元（いわき げん） 

山 田   光（やまだ ひかる） 

泉 川 博 明（いずみかわ ひろあき） 

・議 長    中 平 浩 志（なかたい こうし） 

 

■質問事項 

小水力発電について 

水道事業として全国で初めて再生可能エネルギーの固定価格買取（FIT）を利

用した小水力発電施設を設置し運用しているが、次の点について伺いたい。 

・導入経緯について 

・固定価格買取制度の利点と欠点について 

・運営する上での課題について 
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